








吋材の天然乾燥
北 村 義 重

  吋材は今更申すまでもなく素材を夫夫の大きさに製材し、そのまま或は乾燥して商取引
に供せられる製材製品である。勿論輸出に向けられるものは規格による水分をもったもの
である。
  木材の乾燥は主として水分の増減による伸縮性を防止するために行われるもので、乾燥
の程度はその木材に作られた製品のおかれる場所によって異にすべきである。併しながら
最終製品でない製材のままで取引きせられるもの例えば吋材の如きは取引期間中、材が変
形しない程度の乾燥で充分である。規格では 1 吋板で含水率 25％、厚板で含水率 50％と規
定している。
  天然乾燥はかような程度の場合に最もその特徴をあらわすもので、古くから本道で行わ
れ且つ立派な成績を挙げている。然し最近操業しているところ或は未熟練なところでは未
だ材質や積方などを無視し単に屋外に材をならべておけばよい程度の乾燥を行い、為に乾
燥歩止りの低下を来たしたり或は乾燥ムラのある製品を出したりしている。そこで一通り
天然乾燥の方法を述べ、大方の御参考に供せんとここに掲げた次第である。
Ⅰ、天然乾燥

1、 乾燥場の位置
  位置は土場の一隅で製材の搬出方向にあって、水はけよく、草木類が繁茂せず、低湿地
でないところが理想的である。然し実際には屡々不適な場所にあるのを見受けるが、乾燥
のムラや変色腐朽の防止上寒心にたえない。速やかに場所をかえるか或は除草、伐採なり
炭がらを敷詰めるなど適当な手段を講じ整備すべきである。
  2、ナイ
  乾燥すべ材を積み重ねたものを、ナイというが、このナイの位置は通風をよくするため
に高い建物或は樹木の付近を避け、周囲にさえぎるもののないところを選び、その方向は
木口が陽光の直射特に西日を受けないように定める。一ナイは本道では凡そ 50 石積み（幅
6 尺高さ 10 尺長さ 24 尺）を以って単位としているが、ナイとナイの間隔は運搬や通風の
関係上少なくとも 6 尺以上は離しておくべきである。尚 100 石積の場合は長さ方向のみ延
ばし幅 6 尺高さ 10 尺長さ 48 尺のナイとする。
  3、土台
  積材を完全に支えるための土台は高さ 1 尺 5 寸（南側）乃至 1 尺 3 寸（北側）長さ 24 尺
（50 石積）幅 6 尺に、幅 4.5 寸～6.5 寸長さ 7 尺材凡そ 18 本で枠組したもので、材料はナ
ラその他の材を用いている。尚クレオソートを注入若しくは塗布して防腐処理を施せば耐
久力を高めることが出来る。
  この枠を支える束はコンクリートか石材を用いれば半永久的であるが、枠組と同一の材
を用いている場合もある。土台は前面から背面に長さの方向に 1/120 の勾配を付しておく
方がよい。
  4、材の積方



過度に早い乾燥を避けること及び桟木によって覆われる部分を少なくすることである。
  2、蜂巣割れ
  生材の表面は内面より早く乾くから乾燥の初めの間は内部の含水率が繊維飽和点に達し
ない従って内部は収縮しないが表面は収縮し始めるから表面の収縮が内部によって阻止さ
れることになる。すなわち表面だけ縮まろうとするための表面に張力が生じ面割れの原因
を醸し、内部は張力に対応するための応圧力が生ずることになる。この張力又は圧力は年
輪に直角の方向に生ずる。表面の収縮が内部によって阻止されたまま面割れもせず乾燥が
進行してゆくと次第に内部が乾燥するにつれてそこに収縮が始まる。今度はその収縮が表
面によって阻止されることになる。どういうわけかというと、そのときの含水率において
当然収縮すべき筈の量だけ収縮しないで固定された状態にあるから表面の収縮程度以上に
内部だけが単独に収縮することを許さないのであるそこで前の場合と反対に内部に張力が
生じこれに対応して表面に応圧力が起ることになる。内部に於ける収縮による張力が材の
強さより大きくなれば材の繊維を引き裂くことになる。これを蜂巣割れといっている。天
然乾燥ではこの割れは稀れではあるがこれを防ぐには乾燥の進行速度を遅くするように桟
積を工夫すればよろしい。
  3、表面硬化
  蜂巣割れの生ずる経過中表面に応圧が生じ、内部に張力が生じているとき、この材の表
面は硬化する。かような材面を挽き割ると凹形を生ずる。天然乾燥材は殆どが表面硬化の
状態を呈している。この表面硬化を取去るには乾燥材に生蒸気を噴きかけるいわゆるステ
ーミングを施せばよいのであるが、天然乾燥では殆ど不可能である。吋材はこれを輸入し
た国に於いてこれが使用目的に応じて再乾燥するのであるから表面硬化材であっても敢え
て差支えないのである。
  4、彎曲
  木材は乾燥するに従って種々な形に彎曲することがある。彎曲は次のように区別する。

a） 幅反り
  幅反りは幅にそう反りで、板の一面が他の面より早く乾燥するときに生ずる。板目板は
たとえ均一に乾燥したとしても幅反りを呈する傾向がある。そのわけは割れのところで述
べたのでここでは省く、一般に幅反りは材の両面を平均に乾燥すること、桟木の配置、荷
重の加減等によって可也防止することが出来る。
  b）反りと曲り
  反りは板の面の長さに沿う反りで曲りは厚さの面の長さに沿う反りである。カバ、カエ
デ、ブナ等の材で木理が通直であっても屡々反ったり曲ったりすることがある。これらの
材は大分部分辺材の方向に向って反る。一般には彎曲は材の各部の収縮の相違が第一の原
因である。普通には不規則な木理のものは通直な木理のものより彎曲が多い。材の両面に
於ける木理の走向の相違は両面の収縮の相違となって反るか或は捩じれの原因となる。
  c）捩れ
  捩じれは材の一つの角が他の三つの角のなす平面上にないものをいう。一材片内の二稜
の反りの相違があったり、二端の幅反りに差異があったりすると捩れとなるのである。反
り、曲り及び捩じれの防止法としては乾燥期間中、材に重いおもりをおけばよい。
Ⅲ、天然乾燥に要する期間（日数）とその乾燥程度
  天然乾燥に要する期間は樹種は勿論同一種でも種々の因子に影響せらる。最も重要な因
子は天候、季節、材の大きさ、積方及び乾燥の程度である。この内乾燥の程度は吋材とし
ては含水率 25％乃至 50％と規定されているので、乾燥によってこの程度に達しておればよ
い。また天候、季節及び材の大きさは人為的に操作し得ないものであるが、積方は種々の
方法によって通風を適宜にかえて乾燥の遅速を加減し得るものである。然し要は乾燥によ
って生ずる欠点をできるだけ少なくすることである。天候殊に温度や関係湿度は季節的に
変化がありこれを調節することは不可能であるから天然乾燥は季節によって乾燥の遅速が
生ずるわけである。
  1、道内各地における年間温度と関係湿度
  道内を函館、札幌、旭川及び帯広の四個所に分け各月の温度及び関係湿度の平均を北海
道気象月報より抜華して掲げると第一表の通りである。
  平衡含水率の低いのが乾燥条件がよいのであるからこの表を見ればどの月が好適である
かがわかる。



  2、乾燥の度合
a） ナラ吋材

 α）野幌に於いて同一条件下にナラ吋材を天然乾燥に附したところ 60 日目に於いて次の
含水率となった。
    板厚さ           最終含水率（％）
        3/4インチ                    20
    13/4インチ                    22
    3  インチ                    32
  β）砂川に於いて 5 月下旬より 8 月上旬まで 74 日間に於けるナラ吋材の天然乾燥によれ
ば次の含水率を得た。
    板厚さ       最初の含水率       最終含水率
                   （％）             （％）
    1 インチ        81.7               19.3



  本道で多く用いられている積方は平積箱形式である。
  これは端部に出入をなくして積みあげて全体を箱形にしたものである。幅や長さの不揃
いな材の場合には幅広材や最長材を外側にならべて総幅や総長さを揃える桟木は常に同一
間隔を保たしめ、材の長さによって間隔を変えないようにする。若し板の端が桟木の上に
乗らない時には適宜に撓みを防ぐ方法を講ずるべきである。又異樹材種は出来るだけハイ
をかえる方がよい。然し製材の都合で止むなく混積みする場合には乾燥のおそい樹種、干
割の少ない樹種を外側にして積むようにする。
  5、桟木
  積材中の各材に適当な間隔を保しめるために用いられる小角材を桟木というが、本道で
は針葉樹或は乾燥材と同一の樹種の 1 吋角（8 分角）が用いられている。これは天然乾燥材
を用い、なるべく同一樹種は避けた方が良い。桟木に生材を用いるときはそれに接した部
分の乾燥がおくれ、従ってそれに伴う色々な欠点が生ずるからである。特に変色腐朽し易
い材例えばブナの如きは用いてはならぬ。
  桟木は乾燥すべき材の両端は別として、その中間の位置は樹材種によって変えねばなら
ない。例えば変曲し易い材に対しては桟木の数を増して間隔を狭くするとか、また変色し
易い材にはあまり桟木を多くするとかえって変色を助長するおそれがあるので桟木を減ら
すようにするとか乾燥すべき材の如何によって種々に変えなければならない。本道では多
くは 2 尺間隔にしている。
  広葉樹特にナラ吋材に対しては積材の両端におく桟木を普通の桟木より幅の広い 2 イン
チ角を用い、積材の木口面より稍ハミ出させてならべ、このハミ出した部分を以って木口
を覆うことによって木口面からの蒸発をおくらせて木口割れを防ぐ一手段としていること
がある。桟木の配列は正しく平行に整列させること及び桟木の列が正しく土台の桁の上に
かかり且つ積材を側面からみて正しく垂直に一線をなすように桟木を配列せしめることが
肝要である。
  6、乾燥すべき材の間隔
  この間隔は乾燥すべき材の幅と長さとにおけるものであるが、いずれも間隔の大小は通
風に影響し、真直な間隔を作るようにすることが理想的であるが、材には幅と長さとに不
同があり、外形を箱型に揃える関係上間隔を同一にすることは実際上至難である。この場
合には縦横の方向に於いては外部の方に狭く、内部の方に広くまた高さの方向に於いては
下に広く上に狭くするように心がけると乾燥ムラを幾分か少なくすることが出来る。
  7、屋根、覆い
  積材の上には雪や雨水のもれるのを防ぐため屋根をかける、その材料は等外材で充分で
ある。この屋根は積材の中途と完了した後との二つの場合があるが、いずれも積材の最上
枕木を載せこれを以って傾斜を定め、その上に傾斜の下方より上方に覆って屋根とする。
傾斜は幅の方向に約 10 分の 1 の勾配にするのが普通である。
Ⅱ、天然乾燥中に生ずる欠点とその取扱
  天然乾燥中に材に生ずる欠点は材質によるが乾燥方法やその取扱に因るのが多い。

1、 木口割れと面割れ
  木材に割れの生ずるのは不平均な収縮によるのであって、これは不平均な乾燥に起因す
るものである。特に過度な乾燥条件に曝されたときに収縮力に対する抵抗の弱い部分に割
れが生ずる。不平均な乾燥は普通次の三つの原因による。
  a）木口面は他の面により急速に水分を蒸発する。すなわち実験によると、木口面 5、板
目面 3、柾目面 2 の割合になっている。
  b）特に乾燥の初期に於いて表面が内部より早く乾燥する。
  c）一枚の板の中で部分的に乾燥の遅速が出来る。
木口割れは露出された木口が他の部分より急速に水分を蒸発するために不平均な収縮によ
って現れるものである。これが防止策としては西日の直射を避けるためにムシロで木口面
を覆うか、木口面に板を打ちつけるか（特に厚板の場合）又は木口面にペンキなどを塗布
してこの面からの蒸発をおくらせる手段を講ずればよろしい。
  面割れは不平均な乾燥がもとで、材の方向による収縮の相違によって起るものであるが、
不平均な乾燥に帰因する面割れは次の二つの事項のいずれか一つに因るものである。すな
わち
  α）表面が過度に早く乾燥すると外層の乾燥が進み収縮を始めるが、（この部分の含水率



が繊維飽和点以下になったとき）内部はこれに伴わない状態であるから内外部に力（収縮
力）の差が生じて割れとしてあらわれる。
  β）材の一部が空気に曝され他が遮断されていると曝された部分が早く乾燥し収縮を始
め、曝されない部分からの張力によって割れが生ずる。桟木が屡々かような場合の原因と
なる。板目材は髄に近い材面が他の面より柾目に近いから板目柾目の収縮の相違によって
幅反りを呈する傾向となるが、この場合桟木によって反りが阻まれると割れが出来る。面
割れを防ぐには


